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安全を確保する避難計画 二重ガラスの中間層に水を流し循環させる『ハイドロウォールシステム』
■通常時フロー(空調負荷低減)
1.コア直下循環水槽からポンプアップし『ハイドロウォール』へ給水。
2.『ハイドロウォール』を通過する循環水は外部からの熱を吸収(夏季)  　
　外部へ熱を放出(冬季)する。
3.ろ過設備にてろ過・消毒。
4.浄化水を地下の『循環水アースチューブ』に通すことで、熱交換を促し
　年中安定した水温（15～20℃）を確保し隣のコア直下循環水槽へ還す。
　(熱交換の距離確保)
5.他コアから送られてきた循環水を、再び『ハイドロウォール』へ給水。
　上記1～5を繰り返すことで空調負荷を低減する。

■火災時フロー(輻射熱・炎・煙の抑制、延焼防止、消火)
Ⅰ.火災発生(内部or外部)
Ⅱ.『ハイドロウォール』は二重の耐熱強化ガラス内を通過する循
　環水により、輻射熱を抑制し、火や煙を遮断する。(防火区画と
　しても利用可能)
Ⅲ.一定時間経過後『ハイドロウォール』のガラスが割れても、噴
　出した水が膜となることで、火や煙を遮断し、避難時間を確保
　しつつ、消火・建物内外への延焼防止に寄与する。
Ⅳ.水源は循環水槽だけでなく、雨水貯留槽の水、『循環水アース
　チューブ』を通った隣のコア直下循環水槽内の水を利用するこ
　とで水源を確保。

　火災発生時の建物内延焼防止、外的火災からの防止を考慮することで、木
造建築で懸念されてきた問題点に対して最小限の被害に押えることができる。

　間仕切に CLT を使用することで部分的な修復を可能にし、フレキシブル
に対応する。火災の被害を最小限に押えることで結果的に早期復興につなが
り、精神的に不安な被災者たちを守ることができる。

③人目がつく場
所に屋外避難階
段を設置

①コアはRCで
　竪穴を守る
　・立てこもる

②庇をまわして、
　水平移動

④ハイドロウォールで延焼防止

1. 弱点の火災にたちむかう 4つの避難計画

2. 内部は CLT でフレキシブルに対応
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フレキシブル×地震対策
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日本の森林面積割合を示す。
大阪府は日本で最も森林面積
が少ない地域である。

生物的に繁殖するこの都市モデルは、二酸化炭素の排出量に比べ明らかに
不足している吸収量を補い、日本・世界の各地に脚を伸ばして行くだろう。
本計画は、「御堂筋将来ビジョン」として御堂筋の完全歩道化を策定し大
きな注目を集めている、大阪市を南北に４.2kmの道路で貫く「御堂筋」
をスタート地点としている。

まちへと侵食していく「モク ×アメーバ」

　アメーバは核となる円形コアをベースに、
自由な形状を持ち、ひとつひとつ異なる形状
を取る。

　アメーバ運動によって自由に形を変えなが
ら分裂するアメーバは、区画を跨いで広がり
続けていく。

　まちを飲み込む様に繁殖したモクアメーバ
が繋がり、一つの都市になっていく。

　この建築は、時代に合わせ絶えず形状を変
化させながら成長し、アメーバのような木質
都市モデルとなる。

『仮足チューブ』
循環水アースチューブとして周辺のアメーバの核同士
をつなぎ合わせ、熱交換を行う距離を長く確保し循環
水の温度を 15~20℃に安定させる。

コア直下循環水槽・雨水貯留槽の火災・災害時利用
ハイドロウォールの水源である循環水槽は消防水利や避難民の生活用水と
して利用できる。また、通常時から雨水を貯留しているため万が一水源が
不足した場合でも雨水貯留槽の水を循環水槽と同様に利用できる。

ハイドロウォールシステム
の一端を担うガラスは制振
要素として機能させる。長
期時には圧縮力を負担し、
短期時には躯体との間の制
振ゴムによりエネルギーを
吸収させ、建物の振動の抑
制に寄与するものとした。

　フレキシブルな利用変化に備えた内部空間とするため、広
い空間の確保を可能とする鋼材と木のハイブリット構造を採
用する。
スラブは自重を低減させるため、CLT 板を型枠として使用
し、コンクリート硬化後もスラブ底面の CLT 板を残置し、
CLT も構造体として見込んだ合成スラブとする計画とした。
スラブコンクリートと鉄骨梁を頭付きスタッドを用いて一体
化し、CLT 板の上面に凹凸をつけることによりコンクリー
トと CLT の一体化を図る。

『ハイドロウォールシステム』で省エネ×非日常×火災対策
通常時には非日常的な空間を演出するとともに空調負荷低減の役割を果たす。火災時には
輻射熱の抑制、消火・延焼防止に寄与することで避難時間を確保し人々の安全を守る。
ハイドロウォールで囲まれた抜け道『ハイドロロード』は火災時に避難経路となる。

区画をまたいで避難
水平に伸びるモクアメーバは、繋がりあうことで子供や高齢者の水平避難を
容易にしつつ、都市としての一体感を生む。さらに、局所的に深い庇をまわ
すことで、カーテンウォールで開放的な内部を作りながらも日射を抑制する
計画とする。

避難時にも利用できる屋外階段
日常的に利用される屋外階段を、吹き抜けや外周部など、わかりや
すい場所に配置する。日常動線を避難ルートとすることで、火災時
に安全で迅速な避難を可能にする。

『ハイドロウォール』で竪穴区画
中央部にはRC、その外側にはハイドロウォールとした部分に階段を設ける
ことで、火災から竪穴部分を守る。ＲＣ部分は、こどもや高齢者などが逃げ
遅れた際に、一時的に立てこもることが可能な籠城避難所として利用。
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循環水の熱交換を行い、水温
15～20℃へ戻す。
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外部建物・隣室への輻射熱の抑制、火・煙の遮断、延焼防止
(外部からの火災時も同様)

外部建物・隣室への輻射熱の抑制、火・煙の遮断、延焼防止、消火
(外部からの火災時も同様)

ハイドロウォール詳細図

耐熱強化
ガラス
を使用

水温：15～20℃

水温：10～15℃

水温：15～20℃

水温：20～25℃

夏季：冷房負荷を抑制

冬季：暖房負荷を抑制

■ハイドロウォール(火災時)

ガラスが割れて吹き出た水が膜となり、
消火・延焼防止に寄与

■ハイドロウォール(通常時)

冷却効果により輻射熱の抑制、火・煙の遮断

…排水管…給水管 …雨水管 …消防・生活用水
　採水管

…通気管

消防用採水口・生活用採水口を設置し、
消防水利・災害避難時の生活用水として利用将来の間仕切り変更を想定

排水勾配を考慮し
外部側にもPSを設ける
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　この数式は、[ 炭素貯蔵量（CO2 換算量）の計算式］である。
日本における温室効果ガス排出量は減少しているものの、
排出量に対する吸収量は僅か 4％程度であり、変動も少ない。
一世帯あたりの年間二酸化炭素排出量は、スギ 420 本の年
間吸収量と同等であるといわれ、現在、御堂筋の通りには
計 972 本のイチョウや 79 本のクスノキが植栽されている
が吸収量が不足しているのは明らかである。
今回提案する木質都市モデルは、現在問題視されている炭
素固定や森林循環等に対し、建築物として生物的に形成し
ながら、多角的に火災安全対策や都市形成にも寄与するも
のとなる。
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